
令和７年度　 【地域学校協働活動推進事業】地域学校協働本部別 実施状況

学校名

本部名 三角山小地域連携協議会

代表者 松田　健一郎 （宮の森大倉山連合町内会会長）

構成

合　計 5 名 （代表者・コーディネーター含む）

地域住民 3 名 連合町内会会長、卒業生、児童会館職員 学　校 2 名 教職員2

ＰＴＡ 0 名 その他 0 名

1 名 本校卒業生

会議開催 4 回 開催月 6月、7月、9月、1月

実
　
　
　
施
　
　
　
内
　
　
　
容
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ｰ

三角山小学校 【中央区】

No
実施日
※2

分野：◎主・○従

活動名 活動実施状況
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教
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員実施場所 講師／スタッフ・協力者等

1

7/23

◎

着衣水泳

0 1 0 0 4

(水)
三角山小プール セントラルスポーツ（株）

2

9/30

◎

芸術の秋・スポーツの秋
（全２回）

0 3 1 0 7

(火)
校区内緑地・体育館 北海道カメラの会・北海道ダブルダッチ協会

3

10/18

◎

モルックで遊ぼう

0 1 1 3

(土)
グラウンド ー

4

1/30

◎ ○

スキー学習支援（全２
回）

インストラクターやスキー指導経験者によるグルー
プ指導を行った他、PTAや地域の保護者ボランティ
アの協力を得たことで児童の見守りや安全確保を充
実させた。 0 3 0

(金)
ばんけいスキー場 NPO法人北海道ライフスポーツ推進協会、元教員

5

2/16

◎ ○

異学年の友達と一緒に遊
ぼう（全５回）

0 5 0

(月)
三角山小ほっとルーム 地域人材

6

7

8

9

10

7 7

実施回数 合計 11 回 （分野分類）
◎主

○従

※　実施日の（長）は長期休業期間の平日

スタッフ

44

102

20 11

350 18 13

42 15 15

参加人数合計 558 26 19 42

着衣状態でプールに入ることで、着衣時の水中での運動体
験、危険回避行動を学び、緊急時の際に自分の命を守る行
動（浮いて待つ、助けを呼ぶ等）を理解できるよう心がけ
た。講師とともに、子ども自身が楽しく学ぶことが出来て
いた。

プロのカメラマン指導の下、いろいろな視点で実際にカメ
ラで撮影をして、作品をみんなで鑑賞し合った。また、難
しそうなダブルダッチを北海道ダブルダッチ協会の方々か
らコツを教えていただき、見事に跳ぶことができるように
なり、子どもたちは楽しく活動することができた。

ユニバーサルスポーツであるモルックに挑戦して、試合を
した。大人も子どもも一緒になって楽しく活動をすること
ができた。この取組を通して、今年度立ち上げた地域連携
協議会を地域、保護者、児童に広く知ってもらう機会と
なった。

中休みの時間を活用し、地域人材と一緒にカードゲームで
遊び、地域との交流を深めた。また、学年混合で行ったこ
とにより、異学年であっても自然にコミュニケーションを
とる子どもたちの様子が見られた。

学習支援 3 回　・　体験活動 7 回　・　地域交流 0 回　・　体力健康 1 回　・　学校支援 0 回

学習支援 0 回　・　体験活動 0 回　・　地域交流 5 回　・　体力健康 2 回　・　学校支援 0 回
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